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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第一屈折力を付与する第一領域と第二屈折力を付与する第二領域との間に加入度が連続
して変化する中間領域を設け、前記第一領域、前記中間領域及び前記第二領域に主子午線
を設け、前記加入度の変化が開始される累進開始点と前記加入度の変化が終了する累進終
了点とに前記主子午線が通るように設定し、前記第一屈折力と前記第二屈折力との差から
処方加入度を設定し、前記累進開始点と前記累進終了点との間にあって前記主子午線のう
ち前記第一領域を通る部分の延長線に沿った位置にフィッティングポイントを設定する累
進屈折力レンズの設計方法であって、
　前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位置の加入度が目標距離
に応じて設定された目的加入度より大きい場合には、前記主子午線のうち前記累進開始点
と前記累進終了点との間の加入度として前記目的加入度を設定し、かつ、前記累進開始点
と前記フィッティングポイントとの間の加入度の平均勾配と、前記フィッティングポイン
トと前記累進終了点との間の加入度の平均勾配とが異なるように設定し、
　前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位置の加入度が前記目的
加入度と同じあるいは小さい場合には、前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終
了点との間であって少なくとも前記フィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾
配を一定にする
　ことを特徴とする累進屈折力レンズの設計方法。
【請求項２】
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　請求項１に記載された累進屈折力レンズの設計方法において、
　前記目標距離をｄ、前記累進開始点と前記フィッティングポイントとの間であって前記
延長線に沿った寸法をＡ、前記フィッティングポイントと前記累進終了点との間であって
前記延長線に沿った寸法をＢ、前記処方加入度をＡＤＤとすると、
　　　（１／ｄ）＜｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ　の場合には、
　前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終了点との間の加入度として前記目的加
入度を設定し、かつ、前記累進開始点と前記フィッティングポイントとの間の加入度の平
均勾配と、前記フィッティングポイントと前記累進終了点との間の加入度の平均勾配とが
異なるように設定し、
　　　（１／ｄ）≧｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ　の場合には、
　前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終了点との間であって少なくとも前記フ
ィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾配を一定にする
　ことを特徴とする累進屈折力レンズの設計方法。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載された累進屈折力レンズの設計方法において、
　前記目標距離に応じて前記目的加入度を設定する第一ステップと、
　前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位置の加入度が前記目的
加入度より大きいか否かを判定する第二ステップと、
　前記第二ステップでの判定結果に基づいて、前記主子午線のうち前記累進開始点と前記
累進終了点との間の加入度を設定する第三ステップとを備え、
　前記第三ステップは、前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位
置の加入度が目標距離に応じて設定された目的加入度より大きい場合には、前記主子午線
のうち前記累進開始点と前記累進終了点との間の加入度として前記目的加入度を設定し、
かつ、前記累進開始点と前記フィッティングポイントとの間の加入度の平均勾配と、前記
フィッティングポイントと前記累進終了点との間の加入度の平均勾配とが異なるように設
定し、
　前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位置の加入度が前記目的
加入度と同じあるいは小さい場合には、前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終
了点との間であって少なくとも前記フィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾
配を一定にする
　ことを特徴とする累進屈折力レンズの設計方法。
【請求項４】
　第一屈折力を付与する第一領域と第二屈折力を付与する第二領域との間に加入度が連続
して変化する中間領域を設け、前記第一領域、前記中間領域及び前記第二領域に主子午線
を設け、前記加入度の変化が開始される累進開始点と前記加入度の変化が終了する累進終
了点とに前記主子午線が通るように設定し、前記第一屈折力と前記第二屈折力との差から
処方加入度を設定し、前記累進開始点と前記累進終了点との間にあって前記主子午線のう
ち前記第一領域を通る部分の延長線に沿った位置にフィッティングポイントを設定した累
進屈折力レンズの集合であって、異なる第一屈折力の前記第一領域を選択可能、同一の第
一屈折力を有する前記第一領域に対して複数の前記処方加入度が選択可能、素材の屈折率
が同一、かつ、各累進屈折力レンズの設計思想が統一されている条件を満たすレンズセッ
トにおいて、
　前記処方加入度のうち前記フィッティングポイントに対応する位置の加入度が目標距離
に応じて設定された目的加入度より大きい第一レンズと、前記処方加入度のうち前記フィ
ッティングポイントに対応する位置の加入度が前記目的加入度と同じあるいは小さい第二
レンズとを備え、
　前記第一レンズは、前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終了点との間の加入
度として前記目的加入度が設定され、かつ、前記累進開始点と前記フィッティングポイン
トとの間の加入度の平均勾配と、前記フィッティングポイントと前記累進終了点との間の
加入度の平均勾配とが異なるように設定され、
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　前記第二レンズは、前記主子午線のうち前記累進開始点と前記累進終了点との間であっ
て少なくとも前記フィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾配が一定とされる
　ことを特徴とするレンズセット。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、累進屈折力レンズの設計方法及びレンズセットに関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼鏡レンズには単焦点レンズの他に、累進屈折力レンズがある。
　従来の累進屈折力レンズとして、レンズのほぼ中央を通る主子午線に沿って、曲率半径
が累進的に変化する累進帯を持ち、主子午線上の遠用中心と近用中心との間で所定の加入
度が付加される眼鏡レンズがある(特許文献１)。
【０００３】
　特許文献１の累進屈折力レンズでは、累進帯の開始点と終了点との間にフィッティング
ポイントが設定されており、累進帯の開始点からフィッティングポイント近傍までの加入
度数の平均勾配と、フィッティングポイント近傍から累進帯の終了点までの加入度数の平
均勾配とが異なり、かつ、遠用屈折力に対し、フィッティングポイントに約０．５ディオ
プトリーの屈折力が付加されている。
　特許文献１の従来例では、装用者毎に処方した加入度（処方加入度）にかかわらず、フ
ッティングポイントにおいて、目的加入度として約０．５ディオプトリーの屈折力が遠用
屈折力に対して付加されているため、装用者の処方加入度によらず、目標距離として設定
した約２ｍ先を明視することができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平７－１５９７３７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１の従来例は、フィッティングポイントでの加入度を、装用者の処方によらず
一定とする技術であるため、全ての処方加入度が目的加入度を通過することになる。
　しかしながら、処方加入度は、装用者によって大きさが相違するものであるため、処方
加入度が小さい場合には、累進帯の開始点からフィッティングポイント近傍までの加入度
変化が大きなものとなり、収差分布が悪化し、光学性能が劣化するという課題がある。
【０００６】
　本発明の目的は、処方加入度の大きさにかかわらず、光学性能が向上する累進屈折力レ
ンズの設計方法及びレンズセットを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明の累進屈折力レンズの設計方法は、第一屈折力を付与する第一領域と第二屈折力
を付与する第二領域との間に加入度が連続して変化する中間領域を設け、第一領域、中間
領域及び第二領域に主子午線を設け、加入度の変化が開始される累進開始点と加入度の変
化が終了する累進終了点とに主子午線が通るように設定し、第一屈折力と第二屈折力との
差から処方加入度を設定し、累進開始点と累進終了点との間にあって主子午線のうち第一
領域を通る部分の延長線に沿った位置にフィッティングポイントを設定する累進屈折力レ
ンズの設計方法であって、処方加入度のうちフィッティングポイントに対応する位置の加
入度が目標距離に応じて設定された目的加入度より大きい場合には、主子午線のうち累進
開始点と累進終了点との間の加入度として目的加入度を設定し、かつ、累進開始点とフィ
ッティングポイントとの間の加入度の平均勾配と、フィッティングポイントと累進終了点
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との間の加入度の平均勾配とが異なるように設定し、処方加入度のうちフィッティングポ
イントに対応する位置の加入度が目的加入度と同じあるいは小さい場合には、主子午線の
うち累進開始点と累進終了点との間であって少なくともフィッティングポイントを含む部
分領域で加入度の勾配を一定にすることを特徴とする。
【０００８】
　本発明では、装用者が明視したい目標位置に応じて目標距離を設定し、この目標距離か
ら目的加入度を求めておく。そして、フィッティングポイントに対応する位置の加入度が
目的加入度より大きい場合には、処方加入度の大小にかかわらず、主子午線のうち累進開
始点と累進終了点との間の加入度として目的加入度を設定し、かつ、累進開始点とフィッ
ティングポイントとの加入度の平均勾配と、フィッティングポイントと累進終了点との加
入度の平均勾配とが異なるように設定する。これにより、フィッティングポイントでの遠
点を固定できるため、処方によらず目標距離を明視することが可能となる。
　これに対して、フィッティングポイントに対応する位置の加入度が目的加入度と同じあ
るいは小さい場合には、主子午線のうち累進開始点と累進終了点との間であって少なくと
もフィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾配を一定にするため、フィッティ
ングポイントで加入度の勾配がきつくなってしまうことによる光学性能の劣化を防止する
ことができる。そのため、装用性能の改善が見込める。
【０００９】
　本発明では、目標距離をｄ、累進開始点とフィッティングポイントとの間であって延長
線に沿った寸法をＡ、フィッティングポイントと累進終了点との間であって延長線に沿っ
た寸法をＢ、処方加入度をＡＤＤとすると、（１／ｄ）＜｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤの
場合には、主子午線のうち累進開始点と累進終了点との間の加入度として目的加入度を設
定し、かつ、累進開始点とフィッティングポイントとの間の加入度の平均勾配と、フィッ
ティングポイントと累進終了点との間の加入度の平均勾配とが異なるように設定し、（１
／ｄ）≧｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤの場合には、主子午線のうち累進開始点と累進終了
点との間であって少なくともフィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾配を一
定にする構成が好ましい。
　この構成では、予め、目標距離ｄを設定することで、目的加入度が設定される。例えば
、目標距離ｄが２ｍである場合には、目的加入度は、０．５０ディオプトリー（Ｄ）であ
る。
　さらに、寸法Ａ、寸法Ｂ及び処方加入度ＡＤＤから｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤという
数式が求められる。なお、寸法Ａ及び寸法Ｂの値を予め既定値として設定する。
　そのため、（１／ｄ）から求められる目的加入度と｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤの数式
との大小関係により、累進開始点と累進終了点との間の加入度を適切に設定することがで
きる。
【００１０】
　本発明では、目標距離に応じて目的加入度を設定する第一ステップと、処方加入度のう
ちフィッティングポイントに対応する位置の加入度が目的加入度より大きいか否かを判定
する第二ステップと、第二ステップでの判定結果に基づいて、主子午線のうち累進開始点
と累進終了点との間の加入度を設定する第三ステップとを備え、第三ステップは、処方加
入度のうちフィッティングポイントに対応する位置の加入度が目標距離に応じて設定され
た目的加入度より大きい場合には、主子午線のうち累進開始点と累進終了点との間の加入
度として目的加入度を設定し、かつ、累進開始点とフィッティングポイントとの間の加入
度の平均勾配と、フィッティングポイントと累進終了点との間の度数の平均勾配とが異な
るように設定し、処方加入度のうちフィッティングポイントに対応する位置の加入度が目
的加入度と同じあるいは小さい場合には、主子午線のうち累進開始点と累進終了点との間
であって少なくともフィッティングポイントを含む部分領域で加入度の勾配を一定にする
構成が好ましい。
　この構成では、第一ステップから第三ステップに基づいて、合理的に累進屈折力レンズ
を設計することができる。
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【００１１】
　本発明のレンズセットは、第一屈折力を付与する第一領域と第二屈折力を付与する第二
領域との間に加入度が連続して変化する中間領域を設け、第一領域、中間領域及び第二領
域に主子午線を設け、加入度の変化が開始される累進開始点と加入度の変化が終了する累
進終了点とに主子午線が通るように設定し、第一屈折力と第二屈折力との差から処方加入
度を設定し、累進開始点と累進終了点との間にあって主子午線のうち第一領域を通る部分
の延長線に沿った位置にフィッティングポイントを設定した累進屈折力レンズの集合であ
って、異なる第一屈折力の第一領域を選択可能、同一の第一屈折力を有する第一領域に対
して複数の処方加入度が選択可能、素材の屈折率が同一、かつ、各累進屈折力レンズの設
計思想が統一されている条件を満たすレンズセットにおいて、処方加入度のうちフィッテ
ィングポイントに対応する位置の加入度が目標距離に応じて設定された目的加入度より大
きい第一レンズと、処方加入度のうちフィッティングポイントに対応する位置の加入度が
目的加入度と同じあるいは小さい第二レンズとを備え、第一レンズは、主子午線のうち累
進開始点と累進終了点との間の加入度として目的加入度が設定され、かつ、累進開始点と
フィッティングポイントとの間の加入度の平均勾配と、フィッティングポイントと累進終
了点との間の加入度の平均勾配とが異なるように設定され、第二レンズは、主子午線のう
ち累進開始点と累進終了点との間であって少なくともフィッティングポイントを含む部分
領域で加入度の勾配が一定とされることを特徴とする。
【００１２】
　本発明では、異なる第一屈折力の第一領域を選択可能、同一の第一屈折力を有する第一
領域に対して複数の処方加入度が選択可能、素材の屈折率が同一、かつ、各累進屈折力レ
ンズの設計思想が統一されている条件のレンズセットにおいて、処方加入度のうちフィッ
ティングポイントに対応する位置の加入度が目的加入度より大きいか否かによって、好適
なレンズを選択することができる。そのため、同じレンズ群の中のどのレンズを選択して
も、老視の進行による、より大きな処方加入度ＡＤＤへの度数更新の際に、レンズ掛け替
え時の違和感をほとんど生じさせない。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１Ａ】本発明の一実施形態にかかる累進屈折力レンズの設計方法で設計された累進屈
折力レンズを模式的に示す平面図。
【図１Ｂ】本発明の一実施形態にかかる累進屈折力レンズの設計方法で設計された累進屈
折力レンズを模式的に示すもので、屈折力と主子午線上の位置との関係を示すグラフ。
【図２】実施例１にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図３】実施例１で設計された累進屈折力レンズの一例の収差図。
【図４】実施例２にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図５】実施例２で設計された累進屈折力レンズの一例の収差図。
【図６】実施例３にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図７】実施例４にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図８】実施例５にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図９】比較例１にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させた
場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図１０】比較例１で設計された累進屈折力レンズの一例の収差図。
【図１１】比較例２にかかる設計方法を説明するグラフであって、処方加入度を変化させ
た場合の屈折力と主子午線上の位置との関係を示す。
【図１２】比較例２で設計された累進屈折力レンズの一例の収差図。
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【図１３】実施例にかかる累進屈折力レンズの設計方法を説明するフローチャート。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　本発明の一実施形態を図面に基づいて説明する。
　図１Ａには、累進屈折力レンズの平面が示されている。
　図１Ａに示される通り、累進屈折力レンズ１は、第一屈折力Ｄ１を付与する第一領域１
Ａと、第二屈折力Ｄ２を付与する第二領域１Ｂと、第一領域１Ａ及び第二領域１Ｂの間に
配置される中間領域１Ｃと、中間領域１Ｃの両側に配置される側方領域１Ｄとを有する。
【００１５】
　第一領域１Ａは遠用視をするための領域であり、第二領域１Ｂは近用視をするための領
域である。中間領域１Ｃは、加入度が連続して変化する累進面である。本実施形態で設計
される累進屈折力レンズ１は、眼球側が累進面とされ、物体側が球面とされている。
　主子午線Ｃは、累進屈折力レンズを装用した状態で遠方視から近方視をする際（レンズ
の上方から下方に視線を移動させる際）に、視線が通過する頻度が最も高いレンズ上の位
置に沿う線である。
　主子午線Ｃの上であって加入度の変化が開始する位置には累進開始点ＰＳが設定され、
加入度の変化が終了する位置には累進終了点ＰＥが設定されている。
【００１６】
　主子午線Ｃは、第一領域１Ａに対応し上下に沿ったＹ軸の上に設定される線部Ｃ１と、
第二領域１Ｂに対応しＹ軸からＸ軸方向に寸法Ｉだけ離れかつＹ軸と平行に設定される線
部Ｃ２と、中間領域１Ｃに対応し累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとを結ぶ線部Ｃ３とか
らなる。
　第一領域１Ａには、第一領域１Ａで付与される第一屈折力の大きさを測定する第一測定
基準点Ｐ１が設定されている。第一測定基準点Ｐ１は主子午線上であって累進開始点ＰＳ
の上方近傍に設定されている。例えば、第一測定基準点Ｐ１は、第一屈折力測定参照円（
図示せず）の中心に位置し、第一屈折力測定参照円の円弧部分に累進開始点ＰＳが一致す
るようにしてもよい。
　第二領域１Ｂには、第二領域１Ｂで付与される第二屈折力の大きさを測定する第二測定
基準点Ｐ２が設定されている。第二測定基準点Ｐ２は主子午線Ｃ上であって累進終了点Ｐ
Ｅの下方近傍に設定されている。例えば、第二測定基準点Ｐ２は、第二屈折力測定参照円
（図示せず）の中心に位置し、第二屈折力測定参照円の円弧部分に累進終了点ＰＥが一致
することにしてもよい。
【００１７】
　累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間であって、主子午線Ｃの線部Ｃ１の延長線に沿
った位置にフィッティングポイントＦＰが設定される。本実施形態では、延長線とは、Ｙ
軸の中間領域１Ｃに位置する領域である。
　フィッティングポイントＦＰは、図１Ａでは、レンズ中心Ｏより第一領域１Ａ側に設定
されているが、レンズ中心Ｏと一致してもよく、あるいは、レンズ中心Ｏより第二領域１
Ｂ側に設定されているものでもよい。
【００１８】
　図１Ｂには、主子午線Ｃの位置における屈折力が示されている。
　図１Ｂに示される通り、主子午線Ｃのうち線部Ｃ１の屈折力は、第一領域１Ａから累進
開始点ＰＳにかけて第一屈折力Ｄ１ディオプトリーであり、線部Ｃ３の累進開始点ＰＳか
ら累進終了点ＰＥにかけてＤ１ディオプトリーからＤ２ディオプトリーに増加し、線部Ｃ
２の累進終了点ＰＥから第二領域１Ｂの下部にかけてＤ２ディオプトリーのままとされる
。
　累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度の差は、装用者の処方により設定され
る処方加入度ＡＤＤであり、ＡＤＤ＝Ｄ２－Ｄ１である。
　ここで、累進開始点ＰＳとフィッティングポイントＦＰとの間であってＹ軸に沿った寸
法をＡ、フィッティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥとの間であってＹ軸に沿った寸法
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をＢとする。本実施形態では、ＡとＢとの寸法は、既定値であり、設計時に適宜数値が設
定される。
【００１９】
　次に、本実施形態の累進屈折力レンズの設計方法について説明する。
［第一ステップ］
　目標距離ｄに応じて目的加入度ＦＡＤを設定する。ここで、目標距離ｄとは、処方加入
度ＡＤＤの大小にかかわらず、装用者が明視するための目標位置までの距離である。
　目的加入度ＦＡＤは、１／ｄの式から求められる。例えば、目標距離ｄが２ｍである場
合には、目的加入度ＦＡＤは、０．５０ディオプトリー（Ｄ）である。
【００２０】
［第二ステップ］
　処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤを
求める。
　加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤの式から求められる。
　つまり、処方加入度ＡＤＤと加入度ＭＡＤとの比は、Ｙ軸方向に沿った累進開始点ＰＳ
と累進終了点ＰＥとの寸法（Ａ＋Ｂ）とＹ軸方向に沿った累進開始点ＰＳとフィッティン
グポイントＦＰの対応位置との寸法Ａとの比に等しい。
　次に、処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度Ｍ
ＡＤが目的加入度ＦＡＤより大きいか否かを判定する。
【００２１】
　なお、図１Ｂのグラフにおいて、主子午線上の累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとを結
ぶ線分は直線状となっているが、当該線分の累進開始点ＰＳ側端部と累進終了点ＰＥ側端
部とがなだらかに変化しており、累進開始点ＰＳや累進終了点ＰＥの位置が不明確となる
ことがある。この場合、累進開始点ＰＳは、累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとを結ぶ線
分のうち中央部分の線分の延長線と第一屈折力Ｄ１との交点として求め、累進終了点ＰＥ
は、累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとを結ぶ線分のうち中央部分の線分の延長線と第二
屈折力Ｄ２との交点として求めるものであってもよい。
【００２２】
［第三ステップ］
　第二ステップでの判定結果に基づいて、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点
ＰＥとの間の加入度を設定する。
　そのため、処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入
度ＭＡＤの方が目的加入度ＦＡＤより大きい場合、つまり、
　　　（１／ｄ）＜｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ　の場合には、
　主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として目的加入度Ｆ
ＡＤを設定し、かつ、累進開始点ＰＳとフィッティングポイントＦＰとの間の度数の平均
勾配と、フィッティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥとの間の度数の平均勾配とが異な
るように設定する。
　処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが
目的加入度ＦＡＤと同じあるいは小さい場合、つまり、
　　　（１／ｄ）≧｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ　の場合には、
　主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの加入度の勾配を一定にする。
【００２３】
　本実施形態では、次の効果を奏することができる。
　処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが
目標距離ｄに応じて設定された目的加入度ＦＡＤより大きい場合には、主子午線Ｃのうち
累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として目的加入度ＦＡＤを設定し、かつ
、累進開始点ＰＳとフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッ
ティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥとの加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定す
る。これにより、フィッティングポイントＦＰでの遠点を固定できるため、処方加入度Ａ
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ＤＤによらず目標距離を明視することが可能となる。
　処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが
目的加入度ＦＡＤと同じあるいは小さい場合には、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累
進終了点ＰＥとの間であって少なくともフィッティングポイントＦＰを含む部分領域で加
入度の勾配を一定にする。これにより、フィッティングポイントＦＰで加入度の勾配がき
つくなってしまうことによる光学性能の劣化を防止することができる。
【００２４】
　処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが
目的加入度ＦＡＤより大きいか否かを、目標距離をｄとし、累進開始点ＰＳとフィッティ
ングポイントＦＰとの間であってＹ軸に沿った寸法をＡとし、フィッティングポイントＦ
Ｐと累進終了点ＰＥとの間であってＹ軸に沿った寸法をＢとし、処方加入度をＡＤＤとす
ると、目的加入度ＦＡＤ＝（１／ｄ）と加入度ＭＡＤ＝｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤとの
大小の関係から判断することにしたから、累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入
度の設定を適切に行うことができる。
【００２５】
　目的加入度ＦＡＤを設定する第一ステップと、フィッティングポイントＦＰに対応する
位置の加入度ＭＡＤが目的加入度ＦＡＤより大きいか否かを判定する第二ステップと、累
進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度を設定する第三ステップとを備えたから、
これらの第一ステップから第三ステップに基づいて、合理的に累進屈折力レンズを設計す
ることができる。
【００２６】
　次に、本実施形態の効果を確認するために、実施例及び比較例を図２から図１２に基づ
いて説明する。
　[実施例１]
　実施例１は図２に示されている。
　図２には、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一定にし、処方加入度Ａ
ＤＤを０．５０ディオプトリー（Ｄ）から３．５０ディオプトリー（Ｄ）まで、０．２５
ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおいて、主子午線上の位置
と加入度との関係が示されている。処方加入度ＡＤＤが０．５０ディオプトリー（Ｄ）の
場合には、第二屈折力Ｄ２は３．５０ディオプトリー（Ｄ）であり、処方加入度ＡＤＤが
３．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合には、第二屈折力Ｄ２は０．５０ディオプトリー（
Ｄ）である。つまり、図２で示されるレンズ群は、室内での使用を主目的とし、中距離（
約３ｍ～約５ｍ）から手元までを見るための中近レンズに適用されるものである。中近レ
ンズは、視線を上下することにより、中間距離から近くまで連続的に見ることができる。
【００２７】
　実施例１では、目標距離ｄが２ｍであり、目的加入度ＦＡＤが０．５０ディオプトリー
（Ｄ）である。フィッティングポイントＦＰをＹ軸の原点Ｏに設定し、寸法Ａを８ｍｍに
設定し、寸法Ｂを１２ｍｍに設定した。
　処方加入度ＡＤＤが０．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×０．５
０＝０．２０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．０
０＝０．４０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
【００２８】
　処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．２
５＝０．５０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
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（Ｄ）と同じである。
　処方加入度ＡＤＤが１．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．５
０＝０．６０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
　処方加入度ＡＤＤが１．７５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．７
５＝０．７０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
【００２９】
　以上から、図２で示される実施例１では、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー
（Ｄ）以上である場合には、フィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤ
が０．５０ディオプトリー（Ｄ）以上となり、目的加入度ＦＡＤと同じあるいは大きくな
る。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として
目的加入度ＦＡＤである０．５０ディオプトリー（Ｄ）を設定し、かつ、累進開始点ＰＳ
とフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイント
ＦＰと累進終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定する。
　一方、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）未満である場合には、フィッ
ティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが０．５０ディオプトリー（Ｄ）未
満となるので、目的加入度ＦＡＤより小さくなる。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始
点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間を直線Ｌで結び、加入度の勾配を一定にする。
　なお、後述する実施例を含め、各実施例では、直線Ｌは、累進開始点ＰＳの近傍と、累
進終了点ＰＥの近傍とで厳密な意味での直線ではなく、なだらかに変化していることがあ
る。実施例１では、少なくともフィッティングポイントＦＰを含む部分領域で加入度の勾
配が同一であればよい。
【００３０】
　図３には実施例１で設計された累進屈折力レンズのうち処方加入度ＡＤＤが１．００デ
ィオプトリー（Ｄ）の収差図が示されている。図３では、フィッティングポイントＦＰを
中心に、０．１０ディオプトリーピッチで収差が示されている。
　図３において、収差が最も小さい０．００～０．１０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ
０で示し、次に小さい０．１０～０．２０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ１で示し、次
に小さい０．２０～０．３０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ２で示す。
　図３に示される通り、収差の最も小さな領域Ｅ０が第一領域１Ａの中央部分、中間領域
１Ｃの中央部分及び第二領域１Ｂの中央部分に位置する。フィッティングポイントＦＰが
領域Ｅ０を通っている。領域Ｅ１は領域Ｅ０の外側に位置し、領域Ｅ２は領域Ｅ１の両側
に位置する。
【００３１】
　[実施例２]
　実施例２は図４に示されている。
　実施例２は実施例１とは目的加入度ＦＡＤが異なるものであり、他の条件は実施例１と
同じである。
　実施例２では、目標距離ｄが１ｍであり、目的加入度ＦＡＤが１．００ディオプトリー
である。
　処方加入度ＡＤＤが０．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、０．２０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加
入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが２．２５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×２．２
５＝０．９０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
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【００３２】
　処方加入度ＡＤＤが２．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×２．５
０＝１．００ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）と同じである。
　処方加入度ＡＤＤが３．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×３．０
０＝１．２０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
　処方加入度ＡＤＤが３．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×３．５
０＝１．４０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
【００３３】
　以上から、図４で示される実施例２では、処方加入度ＡＤＤが２．５０ディオプトリー
（Ｄ）以上である場合には、フィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤ
が１．００ディオプトリー（Ｄ）以上となり、目的加入度ＦＡＤと同じあるいは大きくな
る。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として
目的加入度ＦＡＤである１．００ディオプトリー（Ｄ）を設定し、かつ、累進開始点ＰＳ
とフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイント
ＦＰと累進終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定する。
　一方、処方加入度ＡＤＤが２．５０ディオプトリー（Ｄ）未満である場合には、フィッ
ティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）未
満となるので、目的加入度ＦＡＤより小さくなる。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始
点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間を直線Ｌで結び、加入度の勾配を一定にする。
【００３４】
　図５には実施例２で設計された累進屈折力レンズのうち処方加入度ＡＤＤが１．５０デ
ィオプトリー（Ｄ）の収差図が示されている。図５では、フィッティングポイントＦＰを
中心に、０．１０ディオプトリーピッチで収差が示されている。
　図５において、収差が最も小さい０．００～０．１０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ
０で示し、次に小さい０．１０～０．２０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ１で示し、次
に小さい０．２０～０．３０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ２で示す。
　図５に示される通り、収差の最も小さな領域Ｅ０が第一領域１Ａの中央部分と第二領域
１Ｂの中央部分とに位置する。領域Ｅ１は、領域Ｅ０の外側と中間領域１Ｃとに位置し、
フィッティングポイントＦＰが領域Ｅ１を通っている。領域Ｅ２は、領域Ｅ１の両側に位
置する。
【００３５】
　[実施例３]
　実施例３は図６に示されている。
　図６には、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一定にし、処方加入度Ａ
ＤＤを１．００ディオプトリー（Ｄ）から２．５０ディオプトリー（Ｄ）まで、０．２５
ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおいて、主子午線上の位置
と加入度との関係が示されている。第一領域１Ａの主子午線ＣはＹ軸上にあり、Ｙ軸の原
点であるＯの位置にフィッティングポイントＦＰがある。
　処方加入度ＡＤＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）の場合には、第二屈折力Ｄ２は３．
００ディオプトリー（Ｄ）であり、処方加入度ＡＤＤが２．５０ディオプトリー（Ｄ）の
場合には、第二屈折力Ｄ２は１．５０ディオプトリー（Ｄ）である。
　実施例３では、目標距離ｄが２ｍであり、目的加入度ＦＡＤが０．５０ディオプトリー
である。寸法Ａを８ｍｍと設定し、寸法Ｂを１２ｍｍと設定した。
【００３６】
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　処方加入度ＡＤＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．０
０＝０．４０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．２
５＝０．５０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）と同じである。
　処方加入度ＡＤＤが１．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．５
０＝０．６０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
　処方加入度ＡＤＤが１．７５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．４×１．７
５＝０．７０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．５０ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
【００３７】
　以上から、図６で示される実施例３では、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー
（Ｄ）以上である場合には、フィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤ
が０．５０ディオプトリー（Ｄ）以上となり、目的加入度ＦＡＤと同じあるいは大きくな
る。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として
目的加入度ＦＡＤである０．５０ディオプトリー（Ｄ）を設定し、かつ、累進開始点ＰＳ
とフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイント
ＦＰと累進終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定する。
　一方、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）未満である場合には、フィッ
ティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが０．５０ディオプトリー（Ｄ）未
満となるので、目的加入度ＦＡＤより小さくなる。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始
点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間を直線Ｌで結び、加入度の勾配を一定にする。
【００３８】
　[実施例４]
　実施例４は図７に示されている。
　実施例４は実施例３とは寸法Ａ及び寸法Ｂ、目的加入度ＦＡＤが異なるものであり、他
の条件は実施例３と同じである。
　図７には、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一定にし、処方加入度Ａ
ＤＤを１．００ディオプトリー（Ｄ）から２．５０ディオプトリー（Ｄ）まで、０．２５
ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおいて、主子午線上の位置
と加入度との関係が示されている。第一領域１Ａの主子午線ＣはＹ軸上にあり、Ｙ軸の原
点であるＯの位置にフィッティングポイントＦＰがある。
　実施例４では、目標距離ｄが４ｍであり、目的加入度ＦＡＤが０．２５ディオプトリー
である。寸法Ａを３ｍｍと設定し、寸法Ｂを１２ｍｍと設定した。
【００３９】
　処方加入度ＡＤＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．２×１．０
０＝０．２０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．２５ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．２×１．２
５＝０．２５ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．２５ディオプトリー
（Ｄ）と同じである。
　処方加入度ＡＤＤが１．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
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トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．２×１．５
０＝０．３ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．２５ディオプトリー（
Ｄ）の方が小さい。
　処方加入度ＡＤＤが１．７５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．２×１．７
５＝０．３５ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの０．２５ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
【００４０】
　以上から、図７で示される実施例４では、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー
（Ｄ）以上である場合には、フィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤ
が０．２５ディオプトリー（Ｄ）以上となり、目的加入度ＦＡＤと同じあるいは大きくな
る。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として
目的加入度ＦＡＤである０．２５ディオプトリー（Ｄ）を設定し、かつ、累進開始点ＰＳ
とフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイント
ＦＰと累進終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定する。
　一方、処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）未満である場合には、フィッ
ティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが０．２５ディオプトリー（Ｄ）未
満となるので、目的加入度ＦＡＤより小さくなる。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始
点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間を直線Ｌで結び、加入度の勾配を一定にする。
【００４１】
　[実施例５]
　実施例５は実施例３とは寸法Ａ及び寸法Ｂ、目的加入度ＦＡＤが異なるものであり、他
の条件は実施例３と同じである。
　図８には、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一定にし、処方加入度Ａ
ＤＤを１．００ディオプトリー（Ｄ）から２．５０ディオプトリー（Ｄ）まで、０．２５
ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおいて、主子午線上の位置
と加入度との関係が示されている。第一領域１Ａの主子午線ＣはＹ軸上にあり、Ｙ軸の原
点であるＯの位置にフィッティングポイントＦＰがある。
　実施例５では、目標距離ｄが１ｍであり、目的加入度ＦＡＤが１．００ディオプトリー
である。寸法Ａを１５ｍｍと設定し、寸法Ｂを１０ｍｍと設定した。
【００４２】
　処方加入度ＡＤＤが１．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．６×１．０
０＝０．６０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが１．２５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．６×１．２
５＝０．７５ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
　処方加入度ＡＤＤが１．５０ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．６×１．５
０＝０．９０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が大きい。
【００４３】
　処方加入度ＡＤＤが１．７５ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．６×１．７
５＝１．０５ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
　処方加入度ＡＤＤが２．００ディオプトリー（Ｄ）の場合では、フィッティングポイン
トＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤは、｛Ａ／（Ａ＋Ｂ）｝×ＡＤＤ＝０．６×２．０
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０＝１．２０ディオプトリー（Ｄ）であり、目的加入度ＦＡＤの１．００ディオプトリー
（Ｄ）の方が小さい。
【００４４】
　以上から、図８で示される実施例５では、処方加入度ＡＤＤが１．７５ディオプトリー
（Ｄ）以上である場合には、フィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤ
が１．０５ディオプトリー（Ｄ）以上となり、目的加入度ＦＡＤより大きくなる。この場
合、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として目的加入度
ＦＡＤである０．２５ディオプトリー（Ｄ）を設定し、かつ、累進開始点ＰＳとフィッテ
ィングポイントＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイントＦＰと累進
終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配Ｎとが異なるように設定する。
　一方、処方加入度ＡＤＤが１．５０ディオプトリー（Ｄ）以下である場合には、フィッ
ティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤが０．９０ディオプトリー（Ｄ）以
下となるので、目的加入度ＦＡＤより小さくなる。この場合、主子午線Ｃのうち累進開始
点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間を直線Ｌで結び、加入度の勾配を一定にする。
【００４５】
　実施例１から実施例５で条件が示されるレンズ群は、異なる第一屈折力Ｄ１の第一領域
１Ａを選択可能とし、同一の第一屈折力Ｄ１を有する第一領域１Ａに対して複数の処方加
入度ＡＤＤが選択可能、素材の屈折力が同一、かつ、各累進屈折力レンズの設計思想が統
一されている条件を満たすレンズセットを構成する。
　設計思想とは、例えば、処方加入度が変わっても収差分布のバランス（基本設計）が変
わらないことを指し、同一の商品名で展開されていてもよい。あるいは、設計思想とは、
装用者が所望する目標位置までの目標距離が同一であれば、フィッティングポイント近傍
では処方加入度ＡＤＤが変わっても明視を可能にする見え方を提供する思想と言ってもよ
い。
　本発明では、処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加
入度ＭＡＤが目的加入度ＦＡＤより大きいか否かによって、好適なレンズを選択すること
ができる。
　従って、老視が進行し、より大きな処方加入度ＡＤＤをもつレンズへの掛け替えが必要
になった場合でも、同じレンズセットの中から選択すればレンズ掛け替え時に違和感が少
ないレンズを提供することができる。すなわち、目的加入度ＦＡＤがフィッティングポイ
ントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤより小さい場合は、光学性能の劣化が抑えられて
いるため掛け替え前後で見え方（視界）に大きな差異が生じない。また、目的加入度ＦＡ
ＤがフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度ＭＡＤと同じか大きい場合には
、遠点が固定されているため、フィッティングポイント近傍での見え方に掛け替え前後で
ほとんど違和感を生じない。レンズ掛け替え時の違和感は装用不良の大きな原因の一つで
あり、本発明の特徴をもつレンズセットは、装用不良の防止に有効である。
【００４６】
　比較例を図９から図１２に基づいて説明する。
　比較例１を図９及び図１０に基づいて説明する。
　比較例１は特許文献１の累進屈折力レンズにおいて、実施例１と同様の条件で設計した
ものである。
　図９では、比較例１において、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一定
にし、処方加入度ＡＤＤを０．５０ディオプトリー（Ｄ）から３．５０ディオプトリー（
Ｄ）まで、０．２５ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおいて
、主子午線上の位置と加入度との関係が示されている。
　比較例１は、実施例１と同様に、目標距離ｄが２ｍであり、目的加入度ＦＡＤが０．５
０ディオプトリー（Ｄ）であるが、実施例１とは異なり、処方加入度ＡＤＤの大きさにか
かわらず、フィッティングポイントＦＰに相当する位置では、目的加入度ＦＡＤとされる
。処方加入度ＡＤＤがハッチングで示される大きな値（１．５０ディオプトリー（Ｄ）以
上）では、問題はないが、この値より小さいと、累進開始点ＰＳとフィッティングポイン
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トＦＰとの間の加入度の平均勾配Ｍと、フィッティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥと
の間の加入度の平均勾配Ｎとの差が大きすぎることになり、装用者の目の疲れを生じさせ
る。
【００４７】
　図１０には比較例１で設計された累進屈折力レンズのうち処方加入度ＡＤＤが１．０デ
ィオプトリー（Ｄ）の収差図が示されている。
　図１０において、収差が最も小さい０．００～０．１０ディオプトリー（Ｄ）の領域を
Ｅ０で示し、次に小さい０．１０～０．２０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ１で示し、
次に小さい０．２０～０．３０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ２で示す。
　図１０に示される通り、収差の最も小さな領域Ｅ０が第一領域１Ａの中央部分と第二領
域１Ｂの中央部分とに位置する。領域Ｅ１は、領域Ｅ０の外側と中間領域１Ｃとに位置し
、フィッティングポイントＦＰが領域Ｅ１を通っている。領域Ｅ２は、領域Ｅ１の両側に
位置する。
　実施例１の図３と比較例１の図１０とを比較すると、比較例１に対して実施例１の収差
分布が改善していることがわかる。
【００４８】
　比較例２を図１１及び図１２に基づいて説明する。
　比較例２は特許文献１の累進屈折力レンズにおいて、実施例２と同様の条件で設計した
ものである。
　図１１では、比較例２において、第一屈折力Ｄ１を４．００ディオプトリー（Ｄ）と一
定にし、処方加入度ＡＤＤを０．５０ディオプトリー（Ｄ）から３．５０ディオプトリー
（Ｄ）まで、０．２５ディオプトリー（Ｄ）毎に設定した複数の累進屈折力レンズにおい
て、主子午線上の位置と加入度との関係が示されている。
　比較例２は、実施例２と同様に、目標距離ｄが１ｍであり、目的加入度ＦＡＤが１．０
０ディオプトリー（Ｄ）であるが、実施例２とは異なり、処方加入度ＡＤＤの大きさにか
かわらず、フィッティングポイントＦＰに相当する位置では、目的加入度ＦＡＤとされる
。処方加入度ＡＤＤが２．５０ディオプトリー（Ｄ）以上である場合には、問題はないが
、この値より小さいと、累進開始点ＰＳとフィッティングポイントＦＰとの間の加入度の
平均勾配Ｍと、フィッティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥとの間の加入度の平均勾配
Ｎとの差が大きすぎることになり、装用者の目の疲れを生じさせる。
【００４９】
　図１２には比較例２で設計された累進屈折力レンズのうち処方加入度ＡＤＤが１．５０
ディオプトリー（Ｄ）の収差図が示されている。
　図１２において、収差が最も小さい０．００～０．１０ディオプトリー（Ｄ）の領域を
Ｅ０で示し、次に小さい０．１０～０．２０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ１で示し、
次に小さい０．２０～０．３０ディオプトリー（Ｄ）の領域をＥ２で示す。
　図１２に示される通り、収差の最も小さな領域Ｅ０が第一領域１Ａの中央部分と第二領
域１Ｂの中央部分とに位置し、領域Ｅ１は領域Ｅ０の両側に位置する。領域Ｅ２は、領域
Ｅ１の外側と中間領域１Ｃとに位置し、フィッティングポイントＦＰが領域Ｅ２を通って
いる。
　実施例２の図５と比較例２の図１２とを比較すると、比較例２に対して実施例２の収差
分布が改善していることがわかる。
【００５０】
　次に、実施例にかかる累進屈折力レンズの設計方法を図１３に基づいて説明する。
　図１３において、まず、目標距離ｄに応じて、目的加入度ＦＡＤを設定する（Ｓ１）。
その後、処方加入度ＡＤＤのうちフィッティングポイントＦＰに対応する位置の加入度Ｍ
ＡＤを算出する（Ｓ２）。
　さらに、目的加入度ＦＡＤと加入度ＭＡＤとの大小を比較する（Ｓ３）。
　加入度ＭＡＤが目的加入度ＦＡＤより大きい場合（ＭＡＤ＞ＦＡＤ）には、主子午線Ｃ
のうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの間の加入度として目的加入度ＦＡＤを設定し
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、かつ、累進開始点ＰＳとフィッティングポイントＦＰとの間の度数の平均勾配と、フィ
ッティングポイントＦＰと累進終了点ＰＥとの間の度数の平均勾配とが異なるように設定
する（Ｓ４）。
　これに対して、加入度ＭＡＤが目的加入度ＦＡＤと同じあるいは小さい場合（ＭＡＤ≦
ＦＡＤ）には、主子午線Ｃのうち累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとの加入度の勾配を一
定にする（Ｓ５）。
【００５１】
　なお、本発明は前述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成できる
範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
　例えば、実施形態では、視線が近方視の時の輻輳により鼻側に内寄せされることを考慮
して、主子午線Ｃを、第一領域１Ａに対応し上下に沿ったＹ軸の上に設定される線部Ｃ１
と、第二領域１Ｂに対応しＹ軸からＸ軸方向に寸法Ｉだけ離れかつＹ軸と平行に設定され
る線部Ｃ２と、中間領域１Ｃに対応し累進開始点ＰＳと累進終了点ＰＥとを結ぶ線部Ｃ３
とから構成したが、本発明では、主子午線Ｃを、第一領域１Ａ、中間領域１Ｃ及び第二領
域１ＢにかけてＹ軸に沿って直線状に形成するものでもよい。さらに、主子午線の上下に
沿った線分はＹ軸の上に設定されるものに限定されるものではなく、Ｙ軸からＸ軸方向に
離れかつＹ軸と平行とされるものでもよい。
【００５２】
　さらに、実施形態では、寸法Ａと寸法Ｂとは、予め設定されている構成としたが、本発
明では、処方加入度ＡＤＤ、その他のパラメータの条件変更に伴って寸法Ａと寸法Ｂとが
可変とする構成としてもよい。
　また、実施形態で設計される累進屈折力レンズ１は、眼球側が累進面とされ、物体側が
球面とされていたが、本発明では、眼球側と物体側との両面、あるいは、物体側のみが累
進面として設計されるものにも適用できる。また、累進面でない他方の面は非球面であっ
てもよい。
【符号の説明】
【００５３】
　１…累進屈折力レンズ、１Ａ…第一領域、１Ｂ…第二領域、１Ｃ…中間領域、ＡＤＤ…
処方加入度、Ｃ…主子午線、Ｄ１…第一屈折力、Ｄ２…第二屈折力、ＦＡＤ…目的加入度
、ＦＰ…フィッティングポイント、Ｍ，Ｎ…平均勾配、Ｏ…レンズ中心、ＰＥ…累進終了
点、ＰＳ…累進開始点
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